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大会行事予定表

　杉並公会堂
　11月13日（水），14日（木），15日（金）

　下記の通り

行 事 日 時

大会（研究発表）

〃　（　〃　）

（両会場）

（　〃　）

11月13日（水）

　〃

9：00～12：00

13：00～17：00

大会（研究発表）　　　（両会場）

受賞記念講演：荒川昭夫氏

　　　　　　　　　　　　（第1会場）

帰朝談：正野重方氏・磯野謙治氏ほか

　　　　　　　　　　　　（第1会場）

懇親会

11月14日（木）

　〃

　〃

　ノグ

9：00～12：00

13：00～14：00

14：20～17：00

18：00～

大会（研究発表）

〃　（　〃　）

（両会揚）

（　〃，）

11月15日（金）

　〃

9：00～12100

13：00～17：00

大会委員長 鯉　沼　寛　一

54
黙天気”10．9．
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研究発表内容一覧

13日　午前
　　午後
14日　午前
15日　午前
　　午後

第　1会場
綜観気象
台　　 風

乱　　 流

力　　 学

長期・大循環

第2会揚
高層，放射，電気

消霧・応用気象

核・雲粒

降雪
雨・レ野ダー・メソ気象

大会（研究発表）座長

13日　午前
　　午後

聡日　午前
15口　午前
　　午後

第　1　会場

松本誠一
山元竜三郎
奥　田　穰

竹内清秀
．村上多喜雄

沢田竜吉
朝　倉　 正

第　2　会場

関　原　 彊

神山恵三
樋口敬二
小　野　晃
駒　林　誠
大　竹　武
藤原美幸

1963年9月 55
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研究発表題目

　第1会場第1日（13日）9時～12時

　　　　　　　　綜観気象　座長　松　本　誠　一

101．二宮涜三（気研予報）：冬期の日本海・日本列島

　　　上での水物質の収支解析（15分）（スライド）

102．松本誠一，飯田睦次郎，竹内衛夫，二宮洗三，浅

　　　井冨雄（気研予報）：38．1豪雪の綜観的立体解析

　　　（20分）（スライド）

103．黒崎明夫（気研予報）：低気圧の不安定性に関す

　　　る客観的解析の試み（15分）（スライド）

104．　島田守家（山形地方気）：不安定線の構造と降雨

　　　の解析（15分）（スラィド）

105．鈴木栄一（気研予報）：降水量に関する統計的研

　　　究（20）一多群判別解析による降水量予測方式一

　　　（15分）（スライド）

106．大河内芳雄（気象庁電計）：上層湿度と天気との

　　　関係について（15分）（スライド）

107．　中山章（東航気）：高々度まで発達する積乱雲と

　　　圏界面近くのじよう乱（13分）（スライド）

108．大井正道，関岡満（大阪学芸大）：舌状寒気の侵

　　　入によって生じたOVer　running　Currentの綜観

　　　解析（15分）（スラィド）

第1会場第1日（13目）13時～17時
　　　　　　　　台風　座長　山元竜三郎，奥田　穰

109．高橋喜彦・工藤知子（気研物理）：台風発生のモ

　　　デル実験（20分）（スライド）（16ミリ映画）

110．高橋喜彦・工藤知子（気研物理）：台風の動きに

　　　関するモデル実験（20分）（スライド）（16ミリ映

　　　画）

111．　田辺三郎（気象庁予報）：台風の発生に対する南

　　　西季節風または赤道西風の役割について（15分）

　　　（スライド）

112．上井兼文（山形地方気）：対流圏上部の大気状態

　　　と台風について（15分）

113．関岡満（大阪学大）：台風眼の半経と中心示度と

　　　の関係に就いて（15分）（スライド）

114．山元竜三郎（京大理）：台風のレイソ・バソドの

　　　力学理論（π）（15分）（スライド）

115．井沢竜夫（気研台風）：台風構造の数値計算（序

　　　報）（15分）（スライド）

116．井沢竜夫（気研台風）：台風の平均構造（第3報）

　　　（15分）（スライド）

36

第2会場第1日（13日）9時～12時
　　　　　高層・放射・電気　座長　関　　原　　　彊

201．清水正義（気象庁高層）：対流圏擾乱と成層圏擾

　　　乱とに関係したオゾソ量の変化（2G分）

202．

203．

204．

205．

206．

207．

田中正之（東北大理）：Inhomogeneous　Atmos－

Phereの輻射伝達（1）（15分）（スライド）

笹森享（防衛技研）：　ネフェ・メーターによる大

気の散乱係数の測定について（15分）（スライド）

佐藤隆夫（長崎大）：上空に於ける散乱光（丑）

（10分）（スライド）

山本義一，会田勝（東北大理）：赤外吸収帯の透

過函数について（1）（15分）（スライド）

小林寿太郎｝外山芳男（気研高物）：Electroche－

mical　Ozone　Sensorに就いて（20分）（スライド）

中谷茂（電気試）：　自然放射性気体と，その崩壊

生成物質濃度の比較（15分）（スライド）

第2会場第1日（13日）13時～17時
　　　　消霧・応用気象　座長　神山恵三，樋口敬二

208．菊地勝弘（北大理）：プ・パソガスによる霧の人

　　　工消散試験（15分）（16ミリ映画）

209．

210．

211．

212．

213．

214．

215．

遠藤辰雄（北大理）：繋留気球用の簡単な空中カ

メラの試作（15分）（スラィド）

田沢誠一（北大理）：繋留気球用の自記乾湿計の

試作（15分）（スライド）

織笠桂太郎，木村忠志（北大理）：消霧用プ・パ

ソ・ガス・バーナーについて（15分）（スライド）

孫野長治，樋口敬二，榎国夫（北大理）：線状に

配列されたガスパーナーによる昇温効果について

（15分）（スラィド）

孫野長治，李征雨，葛西俊之（北大理）：　プ・パ

ソガスによる霧の人工消散試験（20分）（スライド）

神山恵三，根本修（気研応用）高橋教司（産試）

篠原貫寿，田尻勝紀（防錆協会）：船室内におけ

る大気腐食について（15分）（スライド）

武田京一（九大農）：体感気候と不快指数（15分）

（スライド）

、天気”10．9．



117・渡辺次雄（気象大）：BC型およびBCD型台風災

　　　害の差異にっいて一気象災害の理論的研究（14）一

　　　（20分）

第1会場　第2日（14日）9時～12時

　　　　　　　　　　乱流座長竹内清秀
ユ18・　日本原子力研究所気象海洋調査室（原研）：煙の

　　　撮影による拡散実験一安定時一（10分）（スライド）

119・島貫陸（東北大理）：粒子の時間空間的分布と拡

　　　散係数（15分）（スライド）

120・伊藤昭三（気象庁測候）：乱流拡散における温度

　　　成層の効果（15分）（スライド）

12L　光田寧（東大防災研）水間高郎（京大理）佐橋謙

　　　（京大理）：超音波風速計の試作とそれによる風

　　　速垂直成分の測定（15分）（スライド）

122・光田寧（京大防災研）：暴風時における風速の垂

　　　直成分について（12分）（スライド）

122の（1）・　岡本雅典（気象大）：地面附近安定時の温

　　　度の変動（15分）（追加講演）

第1会場　第3日（15日）9時～12時

　　　　　　　　　　力学座長村上多喜雄
123・大井正道（大阪学大）：回転槽中の帯状流に及ぽ

　　　す地形擾乱の影響について（15分）（8ミリ映画）

124・沢田竜吉，後藤腎一，爪生道也（九大理）：廻転

　　　水槽実験における波数の多重性とジャンプ（20分）

　　　（スライド）

125．岡村存（福岡管区）：長波と超長波を含む簡単な

　　　大気モデルについて（15分）

126．村上多喜雄（気研予報）：多層モデルめインスタ

　　　ビリテイ（20分）（スライド）

127．曲田光夫（気研予報）：傾圧不安定と・スビ数に

　　　ついて（15分）（スライド）

128．浅井冨雄（気研予報）：垂直シヤーのある場合の

　　　積雪対流（15分）（スライド）

129．岸保勘三郎，大阿芳雄（気象庁電計）：Cycloge一

1963年9、目
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216．籾山政子，木藤煕子（気研応用）：モデル化によ

　　　る季節病カレンダーの研究（15分）（スライド）

217．三寺光雄，小林節子（気研応用）高橋克己（気研

　　　測器）：作物気象の基磯研究（第4報）一竹林の

　　　水分収支の研究一（15分）（スライド）

218．　田村専之助（沼高工）：上代日本人は如何にして

　　　季節を知ったか（15分）

第2会場第2日（14日）9時～12時
　　　　　　　　核・雲粒　座長　小　野　　晃

219．

220．

221．

222．

223．

224．

225．

226．

丸山晴久，北川寿江（気研応用）：ろ紙による自

然氷晶核の同時観測結果について（15分）（スラ

ィド）

小野晃，山下晃（東大理）：沃化銀一沃化カリ系

粒子の氷晶化能力の特性（15分）（スライド）

高橋勘，磯野謙治（名犬理水研）：火山灰の氷晶

核能力について（20分）（スラィド）

藤野卓三（中国電力総合研）：降水中の沃化銀核

の検出定量法にっいて（10分）

駒林誠（名大理水質研）：塩化バリウム・塩化ナ

トリウム混合水溶液の飛沫における成分分離にっ

いて（20分）（スライド）

武田京一（九大農）：飛行機よリドライアイスを

撒布する人工降雨にっいて（15分）（スライド）

内田英治，塚田清（気研物理）：雲粒と凝結核の

併行観測について（20分）（スライド）

大竹武（東北大理）新型雲粒補捉器の試作（10分）

（スライド）

第2会場第3日（15日）9時～12時

　　　　　　　　　　降雪　座長駒　林　　誠
227．菊地勝弘（北大理）：雪雲の観測（15分）（16ミリ

　　　映画）

228．李柾雨，孫野長治（北大理）：降雪の綜合観測

　　　（その5）（15分）（スライド）

229．孫野長治，雲物理研究会（北大理）：石狩平野に

　　　おける雪雲の綜合観測（20分）（スライド）

230．田沢誠一，孫野長治（北大理）：スノー，クリス

　　　タルゾンデの試作（15分）（スライド）

231．菊地勝弘（北大理）：石狩湾沿岸に発生した‘・特

　　　殊な雲”について（15分）（スライド）

232．佐粧純男，徳植弘（気研物理）：降雪粒子の空間

　　　密度変動よりみた降雪セルの統計的性質（20分）

　　　（スライド，8ミリ映画）

57
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　　　nesisについて（15分）（スライド）

130．新田尚（気象庁電計）：凝結熱を熱源とする小規

　　　模な低気圧の発達一数値実験一（15分）（スライド）

13L　相原正彦（気研予報）：擾乱の発達と定常状態

　　　（15分）（スライド）

第1会場第3日　（15日）13時～17時
　　　　　　長期予報　大循環　沢田竜吉　朝倉　正

132．須田建，矢花棋雄（気象庁予報）：　5日平均東西

　　　示数の予報（10分）

133，須田竜雄（気象大）：大気環流と太陽活動（15分）

　　　（スライド）

134．広瀬元孝（気研予報）：北半球500MB天気図の

　　　季節予報について（15分）

135．　山本主夫（大阪管区）：旬日予報の理論的基礎と

　　　しての大気大規模運動のエネルギー・サイクルに

　　　ついて（15分）

136．荒井康（気研予報）：長波の統計的解析（第2報）

　　　（15分）

137．　戸松喜一，村上多喜雄（気研予報）：　エネルギー

　　　変換量のスペクトル解析（1）（20分）（スライド）

138．沢田竜吉，松島晟（九大理）：熱的に励起される

　　　大気の帯状年振動の節にっいて（15分）（スラィド）

139．村山信彦（気象庁測候）：成層圏フオールアウト

　　　の季節変化について（15分）（スライド）

140．土屋巖（気象庁図書）：大循環の特定の型と気候

　　　偏差および気候変動メカニズムの一局面（15分）

141．木村耕三（気象庁測候）：気候は変わろうとして

　　　いる？（15分）（スライド）

142，木村耕三（気象庁測候）：　5ケ年累年統計値の効

　　　用（15分）（スライド）

143，石丸雄吉（天気暦象研）：天気天候の予知は完全

　　　に行えるか（数値的予測の現わし方．気象災害の

　　　予知法）（20分）（追加講演）

38

第2会場第3日（15日）13時～17時
　雨・レーダー・メソ気象　座長　大竹武，藤原美幸

2ε3．磯野謙治，駒林誠，権田武彦（名大理水質研）：

　　　雨水粒度別度別化学成分の測定（20分）（スライド）

234．磯野謙治，駒林誠，高橋勘，権田武彦，田中豊顕

　　　（名大理水質研）：　大台ケ原豪雨の粒度分布，電

　　　荷，化学成分海塩核数の予備観測（20分）（スライ

　　　ド）

235．

236．

237．

238．

239．

240．

241．

大竹武（東北大理）：融解層直下の雨滴粒径分布

について（15分）

藤原美幸（気研台風）：雨滴同士の衝突係数につ

いて（20分）（スライド）

藤原美幸（気研台風）：　しゆう雨のセルが通過す

るときの雨滴分布の変化にっいて（15分）

柳沢善次（気研台風）：　ミリ波レーダー・エコー

強度の垂直分布（15分）（スライド）

柳沢善次，荒井慶子（気研台風）：　ミリ波レーダ

ー・エコ，一型の上層解析（15分）（スライド）

立平良三（名古屋地方気）：梅雨前線豪雨時の降

雨帯の三次元的メソ解析（15分）（スライド）

市村市太郎，柳瀬利子（気研台風）：　8月25・28

日のしゆう雨とその被害について（15分）（スライ

ド）

、天気”10．9．
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研　究　発　表　要　旨

第1会場第1日（13日）9時～12時

　101．二宮洗三（気研予報）：冬期の日本海・日本列島

　　　　上での水物質の収支解析（15分）（スライド）

　冬期は低温で混合比は一般に少く，一方日本海沿岸で

は積雲や積乱雲の発達が著しい。したがって日本海で補

給された水蒸気のある部分は雲などの形態で日本列島上

に運ばれる事が想像される．1963年1月16日から26日に

かけての豪雪期間の10日間，上記の点に注意して日本海，

日本列島上での水物質の収支を解析し，日本海からの蒸

発，雲の形態での輸送量を求め，又これに相当する雲等

の含水量の推定を行った．

　102。松本誠一，飯田睦次郎，竹内衛夫，二宮涜三，浅

　　　　井冨雄（気研予報）：58．1豪雪の綜観的立体解析

　　　　（20分）（スライド）

　38．1豪雪をもたらしたcold　airの代表的な構造を，

・38年1月23日，24日の極東における資料を用いて説明す

る。典型的なblockingによるcut－o鉦vortexがこの期

間ゆっくり東進した．この寒気は2重の構造を持ち，寒

気の軸は進行方向に前傾していたことが特に著しい特長

としてあげられる．

　105．黒崎明夫（気研予報）：低気圧の不安定性に関す

　　　　る客観的解析の試み（15分）（スライド）

　低気圧の中心附近でうずの軸が風上側に傾いているか

どうかによって，その低気圧が今後発達を続けるかどう

か予測ができ・ることは，理論的にも明白なことである．

しかし実際に，たとえばシベリアの低気圧と本邦南方海

上の低気圧とでは，そのエネルギー供給源の相違によっ

て，必ずしも同一の振る舞いをするとは限らないようで

ある・従来このような問題は主観的な立ち場では論じら

れてきたようであるが，これを客観的・定量的な立ち場

で調べることは興味ある問題である．

　唱04．島田守家（山形地方気）：不安定線の構造と降雨

　　　の解析（15分）（スライド）

　1957年8月28日，秋田山形に起つた不安定線による豪

雨を解析した．この雨は先行ストーム，二本の不安定線，

寒冷前線からなっており，中分類で23，小分類で58のバ

ーストラインからなっていた．各々の雨量，進行，降雨

強度の変化を追い，地形との関係などをしらべた．メソ

マップ解析を行い．更に雷雲の構造を追った．又，風の

1963年9月

断面解析から上昇流を求め，この不安定線のより広範囲

な構造をしらべた．不安定線の生成を見るためにジエッ

　トの変化をしらべ，トラフの前面にジェット核が分離し

て出ることが関係あることが判った．

　105．鈴木栄一（気研予報）：降水量に関する統計的研

　　　　究（20）一多群判別解析による降水量予測方式一

　　　　（15分）（スライド』）

　二群の判別予報方式の逐次適用として，新潟，福井地

区夏期予報（降水量）の方式を前回報告した．福井にっ

いては本年試験的に適用し，一応の成果を得たが，今回

は多群判別解析論の尤度比による方法を若干改良し，福

井の例にっいて適用した結果を報告する．これはMiller，

RG．によるBayes事後確率計算法とは異なり，疑問領

域設定も可能であるが，現場作業に適するようするた

め，作業図表のっくり方にっいても工夫した．そして最

良判別関数を得るため，要因の変換を行い，Dependent

dataに関する限り，最良とみられる方式を作成した．

　106．大河内芳雄（気象庁電計）：上層湿度と天気との

　　　　関係について（15分）（スライド）

　電計室のルーチソA．D．P．で解読された資料から日本

のゾンデ観測値を用いて1960，Sept．より1961，Au9・ま

での一年間の月別の天気と上層湿度との関係を調べてみ

た．これは比湿予報の結果を用いて日本附近の天気予報

をする場合の有効な表現法を得るためのもので，各指定

高度毎に天気別の平均湿度を求めて，季節変化，高度的

変化を示す．700mbに例をとれば快晴35％，曇55％，

雨85％の基準を得た，勿論季節，地域等の差はあるが，

一応の基準になりそうである．又冬季の雪，雨の判定の

ための上層の温度をしらべて一応の基準を得たが，大体

従来云はれてる基準と同じ様である．

　107．中山章（東航気）：高々度まで発達する積乱雲と

　　　圏界面近くのじよう乱（13分）（スライド）

　高々度まで発達Lた積乱雲について航空機の観測をも

とにして総観的立場から解析した．この種の積乱雲は

200mb面近くの発散域と対応し，これらの発散は（1）

jetstream上の強風核に対応したもの（2）谷に伴って癸

生したものなどにわけられる．東京一アラスカ間（中高

緯度）の航空機報告348例にっいて解析したところ中層
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雲が塔状化して高々度まで積乱雲び発達したものがあり

これらはjet軸に対応していることからして圏界面近く

のじよう乱が高々度まで発達する積乱雲に重要な役割を

果していることが知られる．

　108．大井正道，関岡満（大阪学芸大）：舌状寒気の侵

　　　入によって生じたOverrunningCurrentの綜

　　　観解析（15分）（スライド）

　1956年1月中旬，北米大陸上に出現した高さ約2km

の舌状寒気の侵入，及びその上を越すwarmer　airの

trajectoryが3次元綜観解析により求められる．結果と

して，この舌状寒気がその上を越えるairに対してaero－

topographyとして作用している事が見出される．

第1会場第2日（13日）13時～17時

　109．高橋喜彦・工藤知子（気研物理）：台風発生のモ

　　　デル実験（20分）（スライド，16ミリ映画）

　台風の発生直前その海域でスコールが盛んに起こるこ

とは，古く南洋委任統治時代からわが気象技術者間の常

識となつていた．さて，最近のわれわれのモデル実験に

よれば，熱対流の規模とターソテーブルの回転速度のバ

ラソス如何によって，熱対流はうずをまいたり，まかな

かったり，あるいはうずが発達したり，崩れたり，いろ

いろな姿をとる．台風はその姿の一つに過ぎない．以上

の観測事実と実験事実どを考え合わせてみるに，ある海

域にスコールが続発して，気化熱が蓄積されていくうち，

やがてその熱量や広がりと地球自転の転向力とがマッチ

したとき，空気はおもむろにうずをまきはじめ，台風の

卵が生まれるものと考えられる．この台風の発生機巧を

モデル実験によって示す．

　110．高橋喜彦・工藤知子（気所物理）：台風の動きに

　　　関するモデル実験（2C分）（スライド，16ミリ映

　　　画）

　台風は大規模な気流によって流され動くという．それ

にはどの高度の流れが最も効くか．われわれはいく枚か

の網状電気ヒーターを重ねて立体的熱源によってうず対

流を起こし，いろいろの高さの網ヒーターを個々に動か

してみて，どの高さの網の動きがうずの移動に最も効く

か，実験してみた．それによれば，台風を動かすのは案

外低い気流であるらしい．

　111．田辺三郎（気象庁予報1：台風の発生に対する南

　　　西季節風または赤道西風の役割について（15分）

　　　（スライド）

　南支那海からフイリピソ1寸近にあらわれる南西季節風

やカ・リンあるいはその近傍にあらわれる赤道西風が，

台風の発生に重要な役割を果している場合がかなり多

い．1960年以後の台風のうち，上記の原因による台風発

生時の低緯度循環は平常と著しく異なり，ITCは北上

し，台風の初期の運動は逆行あるいはループ状をなす場

合があり，また勢力は並または弱いものが多い。
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　112．上井兼文（山形地方気）：対流圏上部の大気状態

　　　と台風について（15分）

　熱帯大気が約300mb高度の上と下で別の大気擾乱が

ある事は熱帯気象学の常識であるが統計的に台風との関

係を調査したものは余り多くないようである．筆者は前

に個々の台風にっいて200mb高度の暖い谷の下に発生

した台風は少く共950mb以下に発達し，冷い谷の下に

発生したものはそれ程発達しない事を指摘し，簡単な説

明を試みたが今回は1960，1961，1962年の各年にっいて

毎月の500mb，300mb，200mb高度の平均天気図を作

製し（特別な場合にっいては850mb，700mb，400mb，

100mbを加へた）台風の発生，発達との関連を指摘し台

風発生の状態の分布の説明を試みる．

　115．関岡満（大阪学大）：台風眼の半径と中心示度と

　　　の関係に就いて（15分）（スライド）

　remarkable　ey3は副台風の中心附近にのみ存在する

と云う主副台風論の主張に基き・，台風眼の半径と中心示

度の関係を述べる．

　114．山元竜三郎（京大理）：台風のレイン・バンドの

　　　力挙理論（H）（15分）（スライド）

　水平円形渦に重ねられたエラストイドーグラボイド波

は，或る条件下では半径rの方向に縞状の様相を呈する・

この様相を近似的に表わすファクターexp（ikr）が・エ

ラストイドーグヲボイド波に固有なフアクターexp（ilθ）

と結合して，螺施状の上昇気域が得られる，こ・でθは

方位角である．1の小さい値の波は，中心近くでのみ・

ヌ1の大きい値の波は中心からかなり離れた所でのみ半

径方向に縞状の様相を呈す事を示す。又，この種の波動

の発生に関しても言及する．

　115．井沢竜夫（気研台風）：台風構造の数値計算（序

　　　報）（15分）（スライド）

　定常状態或は最盛期におけるハリケーソの垂直循環に

関する理論的研究はKrishnamurti，Estoque等により

なされている．本報告は台風構造の数値的再現に関する

予備計算として，温度場と風の場との関係等にっいて述

、天気”10．9．
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べる．

　116．井沢竜夫（気研台風）：台風の平均構造（第5報）

　　　（15分）（スライ’ド）

　前報では14コの大型台風の合成により，台風内の風の

循環の平均構造について述べたが，今回はその後更に行

なった解析の結果を示し，若干の考察を行なう．

　117．渡辺次雄（気象大）：BC型およびBCD型台風

　　　の差異について一気象災害の理論的研究（14）一

　　　（20分）

　台風災害構造マトリックスの吟味の一部として，1948

～1959年の10年間における府県別気象災害を吟味した．

すなわち，BC型およびBCD型台風災害のちがいの地

域分布，度数曲線のちがいを，各災害ごとに吟味した．

また，各災害の一般傾向からのずれは沿岸度の大きいほ

ど，従って，風害度の小さいほど，大きいことがわかっ

た．

第1会場第2日（14日）9時～12時

　118．日本原子力研究所気象海洋調査室（原研）：煙の

　　　撮映による拡散実験一安定時一（10分）（スライ

　　　　ド）

　煙の形を，上空および側方から写真撮映して，これを

風の早廻し記録と比較する方法でわれわれは一連の実験

を行ってきた．従来報告した実験は日中に行ったもの

で，大気の中立ないし不安定時のデータに限られてい

た．ここでは，今年の2月および8月に，大気の安定な

ときを選んで行った実験の結果を報告する．

　119．島貫陸（東北大理）：粒子の時間空間的分布と拡

　　　散係数（15分）（スライ’ド）

　流れに垂直な平面内での粒子群の分散は大気の乱れに

よって流れと共に増加するが，その増加の割合即ち拡散

係数はその粒子群の占める時空間的拡がりの大きさによ

って異った値を持っ．時間的に充分大きな拡がりを老え

た時それはいわゆる固定源の問題であり，逆に時間的な

拡がりを無視できる時それは浮遊源の問題になる．しか

し実際に現われる間題はその両者を含む一般的な揚合に

関することが多い．このような領域に関する知識を求め

るために，有限時間の固定源に関する式から出発して浮

遊源の問題への接近を試みた．

　120．伊藤昭三（気象庁測候）：乱流拡散における温度

　　　成層の効果（15分）（スライド）

　不安定成層における風と温度の分布にっいてのべ熱輸

送，拡散係数が吟味される．

　得られた結果は，universal　functionに含まれる定数

を決定する．そして，接地気層における鉛直方向の拡散

と温度成層の効果についての理論的考察を加え，これが

Project　Prairie　Grassで得られた結果とほず一致し，

またCramer，Pasqui11等によって作られた経験的な鉛

直方向の拡散がよく説明される．

　121．光田寧（京大防災研）水問満郎（京大理）佐橋

1963年9月

　　　謙（京大理）：超音波風速計の試作とそれによる

　　　風速垂直成分の測定（15分）（スライド）

　風速の垂直成分は接地気層中の渦動拡散に重要な意味

をもつことは周知であり，その測定方法に関しては古く

から多くの努力が払われて来ているが，在来の測定器で

は精度あるいは短周期変動に対する追随性等に問題があ

り，更にすぐれた測器の完成が要望されている．一方最

近米ソ等で開発されっつある超音波を利用した風速計

は，この測定に対して現段階では最も合理的かっ有用な

測器と老えられる．この見地に立ってSuomi等により

考案された超音波風速計に若干の改良を加えて試作し，

バイベーソ法，熱線法による測定値との比較を試みた．

　122．光田寧（京大・防災研）：暴風時における風速の

　　　垂直成分について（12分）（スライド）

　暴風時における風速の垂直成分は水平成分の数十パー

セソトにも達する大ぎさを持つといわれているが，実際

にはその測定結果はほとんど発表されていない．そこで

著者は昨年夏より京大防災研究所潮岬風力観測所に全天

候用の・ミイベーソを設置してその観測に着手した．幸い

にして，本年8月28日，台風11号の接近に伴って吹いた

最大瞬間風速約34m／secの暴風の場合の記録を得るこ

とが出来たので，その解析の結果について報告する．

　122の1．岡本雅典（気象大）：地面附近の安定時の温

　　　度の変動（15分）

　地面付近，安定成層のときに輻射冷却が強まるにつれ

て，乱流活動は弱わまる．夜間快晴時を選んで温度変動

　　　　　　　　　σT
を測定した結果，烈∂些の値はりチャードソン数0．2
　　　　　　　　　∂z

までは急激に減少し，0．2を過ぎるとほぼ一定値を取る．

この結果はE・Webbの理論と一致する．σTは温度変

動の標準偏差．
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第1会場第3日（15日）9時～12時

　123．大井正道（大阪学大）：回転槽中の帯状流に及ぼ

　　　す地形擾乱の影響について（15分）（8ミリ映画）

　著者はさきにRotating　Dishpan中に北半球帯状流の

地形性擾乱をDynamical　Similarityをもって再現出来

ることを示したが，同じくRotating　DishPanにより，

とかく気象専門家によって無視されがちの地勢分布のこ

の擾乱に及ぽす特長を，例へばGreenlandの存在がど

ういう影響をえるかといった態のことを，8mm映画に

ょって紹介する．

　し24．沢田竜吉，後藤賢r瓜生道也（九大理）：廻転

　　　水槽実験における波数の多重性とジャンプ（20

　　　分）（スライド）

　廻転水槽の実験において，生ずる波動の波数の変化に

ヒステレシスとも云うべき性格を持つことは，すでに

FultzやHideが指摘している．われわれは水平温度傾

度を固定し，水槽の廻転速度を広範囲に変えて，同一条

件の下に存在し得る波数の多重性という立場からこの現

象を詳細に観察し，波数ジヤソプの条件を求めた．

　125．岡村存（福岡管区）：長波と超長波を含む簡単な

　　　大気モデルについて（15分）

　大気変動の模様を長波と超長波の領域に分けて老え，

各領域についてスケール・アナリシスを行ない，その変

動を記述述する基本式を導びいた．その結果，超長波の

有効ポテンシァルエネルギー，長波の有効ポテソシァル

エネルギーおよび長波の運動エネルギーの総和がほぽ時

間的に保存され，超長波の運動エネルギーの変化は無視

できることがわかった．このモデルによると，超長波と

長波との相互作用は∫∂逐／∂カ・伽∂φゆ躍の形で

表わされ，この項は加熱や摩擦の影響よりも大きいこと

が推論される．

　126．村上多喜雄（気研予報）：多層モデルのインスタ

　　　ビリテイ（20分）（スライド）

　実測の一般流及び垂直安定度を与えて2，6，10，14，

及び20層モデルのイソスタビリテイを初期値問題として

しらべた．10層以上のモデルでは成層圏の垂直気流が対

流圏と逆になり，顕熱の輸送は下部対流圏と成層圏で北

向となる．d2K／dt2は6層で最大で10層以上では成層圏

の影響が入って小さくなるが値はほず等しい．これ等の

ことから成層圏を含む諸種の解析には10層以上がのぞま

しいと思われる．層の数を少くする為にS＝（P／P。）査な

る座標を導入して同様の計算をしたところ，S座標で4
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層とると上にのべた緒量の分布が再現できそうである．

実際の解析は次回に行う．

　127．曲田光夫（気研予報）：傾圧不安定とロスビ数に

　　　ついて（15分）（スライ’ド）

　プリミテイブ方程式を無次元化し，その際，現れる・

スビー数を用いて，解をその市級数に展開し，傾圧安定

性が，・スビー数の一次のオーダーの解によって決定さ

れることを示す。また，静的安定度の南北傾度を老慮す

ることによって，地衡風近似の揚合の安定波の他に，非

常に大きいまたは，小さい波数領域においても不安定波

が現れることを示す．

　128．浅井富雄（気研予報）：垂直シャーのある場合の

　　　積雲対流（15分）（スライド）

　前回までに報告した偽断熱過程下の静止大気中におけ

る積雲対流の数値実験を，シヤーのある場合に適用す

る．対流のライフサイクルは両者とも定性的に同様の癸

展段階をたどるが，最も重要が差異は，シヤーのある揚

合には対流細胞の対称性が崩れることである．即ち対流

軸の高さに伴う風下側への傾きは水平運動量の垂直輸送

を生ぜしめ対流の運動エネルギーから基本流のそれへの

転換を起し対流発達に対する抑制作用を行う．更に温度

と垂直速度場伴の位相のずれは熱の上方への輸送を減

じ，位置エネルギーから運動エネルギーヘの転換を弱め

る．

　129．岸保勘三郎，大河内芳雄（気象庁電計）：Cyclo－

　　　genesisについて（15分）（スライド）

　cyclogenesisを三つの型にわけてのべたい．

（1）上層トラフによっておこるもの

（2）海面からの顕熱補給によるもの

（3）対流性不安定によってできるもの

　以上3つの例にっいて，（1）（2）は実例，（3）は数値実

験の結果を示したい。（3）のくわしいことについては新

田の報告で代用．

　特に（1）にっいては，凝結効果の大切なこと及び統計

的結果もあわせてのべたい．

　130．新田尚（気象庁電計）：凝結熱を熱源とする小規

　　　模な低気圧の発達一数値実験一（15分）（スライ

　　　　ド）

　小規模な低気圧の発達を，凝結熱を熱源として数値実

験によってしらべた結果を報告する．凝結熱の与え方は

大山の老えと同じにし，準地衡風平衡下の現象として追

、天気”10．9．
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跡した．

　ここでは，数値実験の結果と，線型理論によって求め

た結果との比較を主にしたい．

　151．相原正彦（気研予報）：擾乱の発達と定常状態

　　　（15分）（スライド）

　擾乱の発達に及ぽす摩擦及び非断熱効果の影響をみる

ために線型理論を用いてしらべた．擾乱は，はじめ微少

振巾から増大し，有限振巾となりやがて定常状態に落着

く．このときの擾乱の構造，即ち，軸の傾き，上下の振

巾比等，と一般流のそれにともなう変形を算出した．こ

れらと，大気中の擾乱との比較をおこなう．

第1会場第3日（15日）13時遡7時

　132．須田建，矢花愼雄（気象庁予報）：5日平均東西

　　　示数の予想（10分）

　週間予報の資料を得る目的で，極東の400～60。N範囲

における5日平均東西示数の統計的調査を行なった．示

数の平年偏差の性質及びこれと北氷洋500mb面高度の

関係を用いて翌半旬の東西示数に対する予想公式を作っ

た．予報精度その他の結果を述べる．

　155．須田竜雄（気象大）：大気環流と太陽活動（15分）

　　　　（スライド）

　ある地域の地上気象に対する太陽活動の影響は，大気

環流を通じて現われることが最も可能性のあるプ・セス

であり，この観点からの研究も多く，注目すべき結果が

示されている．しかし，それらの内には矛盾するものも

ある．筆者は前報に引き続き新しい方法でこの問題の解

析を行ったので，得られた結果を報告する．

　154．広瀬元孝（気研予報）：北半球500MB天気図の

　　　季節予報について（15分）

　さき’に，類似法を客観化した方法により，北半球500

MB高度から，我国の月平均地上気温の1ヵ月予報を行

い，この結果について昨年報告した．まったく同様の方

法により，北半球500mbの高度場の予報を行った．相

関係数の安定を図るため，今度は3ヵ月平均値を用い，

1962年の独立期間にっいて4個の予想図を得たが成績は

あまりよくなかった．ところが，この4個の予想図を調

べると，実測と比べて持続性が強く，相互にきわめてよ

く似ている．これは強い長期傾向のためらしい．

　155．山本主夫（大阪管区）：旬日予報の理論的基礎と

　　　しての大気大規模運動のエネルギー・サイクルに

　　　ついて（15分）

　Lorenz，Phillips，Saltzman等によれば大気中の大規

模現象のエネルギー・サイクルはzonal　available　po－

tentialenergy，eddyavailablep・tentialenergy，eddy

kinetic　energy，zonal　kinetic　energyの間で行われる．

このように温度場と運動場に分け，更に波数分析する方

法は窪田正入，村上多喜雄によっても扱われたが旬日予

1963年9月

報はこの方式に従つてその可能性を追及するのが理論的

と思える．ここでは全地球的あるいは半球的に議論する

のではなく1／4半球位の地域的な観測資料を用いてエネ

ルギーの流れを調べ基本的なエネルギーに関する大気の

性質を見出すのが目的である．

　136．荒井康（気研予報）：長波の統計的解析（第2報）

　　　　（15分）

　冬季の500mbの長波の統計的性質を，10年間（1000

コ）の資料を用いて解析した．すなわち，20N～80Nの

各緯度において，波数n＝1～6の波の振巾と位相角を

計算し，その度数分布，一般流との相関，各緯度におけ

る振巾の相関等を解析した．

　平均的には，n＝1～3およびn二4～6の波の変動の

中心はそれぞれ，50N以北および50N以南にあるとい

える．

　137．戸松喜一，村上多喜雄（気研予報）：エネルギー

　　　変換量のスペクトル解析（1）（20分）（スライド）

　1962年，500mbについて毎日の擾乱（波数n）と一般

流とのエネルギー換交1（Kz，Kn），各波数間の交換L

（n）を計算し，年平均値及び変動週期を求めた．L（n）

の平均値，標準偏差は1（Kz，Kn）のそれらの値より

2～5倍大きい．このことは波数間の非線型効果の重要

さを暗示していよう．L（1）は正，L（2）～L（7）は負，

L（8）～L（10）は正である．正符号は非線型効果で運動

エネルギーが補給されることを表わす．スペクトルにっ

いては1（Kz，Kn）ははつきりしないが，L（n）では10，

及び20日週期が顕著に現れる．20日週期はよくいわれる

インデクスサイクルに対応しよう．

　138．沢田竜吉，松島晟（九大理）：熱的に励起される

　　　大気の帯状年振動の節について（15分）（スライ

　　　　ド）

　冬期の極地方中間圏の顕著な昇温が，表記の年振動の

一過程として説明し得る可能性にっいては前回に報告し

た．また，その励起層としては数十キ・におけるオゾソ

を考えるのが最も効果的であることも大体わかった．
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　今回は，この振動に伴う気圧の年振動が熱的励起層内

に生ずることを示す．この性質は年振動論にとつて一っ

の重要なcheck　pointであると老える．

　159．村山信彦（気象庁測候）：成層圏フォールアウト

　　　の季節変化について（15分）（スライド）

　放射性物質のフオールアウトに春季最大秋季最小の季

節変化があることは良く知られているか，この現象は中

緯度において赤道方向から極方向に，1ヵ月に約10度

（緯度）の移動速度をもっている傾向が認められた．ま

た60。～80。の高緯度では，逆向きに移動するようであ

る．見出された結果を示し簡単な考察を行う．

　140．土屋巖（気象庁図書）：大循琿の特定の型と気候

　　　偏差および気候変動メカニズムの一局面（15分）

　大循環の特定の型に対する北半球の気温および降水の

経度的な分布について，1月の場合をすてに報告したが

（集誌1963年10月号），1944・12～1957・2間の冬季3カ

月の毎日の500mb天気図における，18000フィート等高

線が既報のB2型（ブ・ッキソグの一種）に関してある

一定の範囲内にあるもの30例をえらび出した．つぎにこ

の30例のそれぞれの日の気温と降水量を北半球中緯度以

北の約100地点について調べ，顕著な偏差分布の実態を

あきらかにした．さらにこの型の気族変動に対する役割

りを検討する．

　141．木村耕三（気象宇測候）：気候は変わろうとして

　　　　いる？（15分）（スライド）

　さきに太陽黒点極小期を境に何等かの気候変動が生じ

ていることを報告した．

　今回は，斉藤博英の指摘した黒点極小期前後の夏季気

温の変動の異常に大きい「不安定期」を，日平均相当温

度の盛夏期における頻度から定義し，その不安定期中の

夏季の低温の出現頻度や冬季の気温などの特徴に加え

て，北半球緯度別平均500mb高度の状態から，気候変

動のおきる直接的な機構を推定する．

　その結果から，昭和41年以後の安定期は従来と気候の

癖が変わることなどについての予想を述べる．

　142．木村耕三（気象庁測候）：5ケ年累年統計値の効

　　　用（15分）（スライド）

　さきに季節の移り変わりは，ある時突然に広い地域に

わたっていっせいに不連続におこるものであることを報

告した．

　その変化のおこる時期（日）などは気候変動と関連し，

黒点極小期から次の極小期（特にそのうちの安定期）は

ほとんど年によつての変動はない。

　この特質を心得て累年日別平均値を処理すると，利用

上いろいろと有用な結果が求められる．

　143，石丸雄吉（天気暦象研）：天気天候の予知は完全

　　　　に行えるか（数値的予測の現わし方，気象災害

　　　　の予知法）（20分）追加講演

　筆著40数年の気象研究の連続として得た長期天気予知

の方法とその統計集成作業などを暗号解読数学法を用い

て得た結果を明にする．元来天気など気象現象の予想は

現在の気象図から推移を予知する法，過去の現象の類似

や凋期或いは相関などに依つて行なわれた．また理論気

象的に行なうとした．しかし何れも余り進歩していな
い
．
筆 者は過去の観測デターの推移を完全に解明，解読

し作成出来てこそ未来の現象が完全予知出することを提

案し，その一端を示L，新しい気象研究学徒の気象予知

研究に対し一石を投ずるものである．

第2会場第1日（13日）9時～12時

　201．清水正義（気象庁高層）：対流圏擾乱と成層圏擾

　　　乱とに関係したオゾン量の変化（20分）

　オゾソ全量（O，）と500mb高度（H），30～100mb層

厚（Z）の相関を用い，オゾン全量に対する2種類（対

流圏，下部成層圏の擾乱と中部成層圏の擾乱）の影響を

調べた．この2種類の擾乱の見地からオゾソ全量の変化

の季節別の特徴をのべる．また成層圏の突然昇温期前後

におけるオゾソ全量の変化とオゾソ・ゾソデによる各高

度でのオゾソ量の変化との関係をのべる・

　202．田中正之（東北大理）：Inhomogeneous　Atmo－

　　　sphereの輻射伝達（1）（15分）（スライド）

　Inhomogeneous　Atmosphereの輻射伝達はBellman

44

and　Kalaba，Preisendorfer（invariance　method）及び

Sobolev，Ueno（Probabilistic　methcd）等の研究によ

って定式化されて来た．こ・ではinvariance　methGdを

用いて更に一般的な問題の定式化を行い，又その解法を

考察する．

　203．笹森享（防衛技研）：ネフェロメーターによる大

　　　気の散乱係数の測定について（15分）（スライド）

　完全散乱光を発する強い光源によって空気を照しその

散乱光強度を測定すれば塵埃を含む空気の散乱係数が求

められる（ネフェ・メーター）．この方針で装置を作り，

一連の観測を行つたので報告する．望遠光度計による観

測も一諸に行い結果をネフエ・メーターのものと比較し

、天気”10．9．’
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た．前者が比較的長い光路長における平均の散乱係数を

与えるのに対し，後者は測定点における局所的な値を与

える．従って予期された通り両者の間には差異がみられ

たがこれにっいてその時の気象観測を用いて検討した．

　204．佐藤隆夫（長崎大）：上空に於ける散乱光（II）：

　　　（10分）（スライド』）

　a）前回（本年春季大会）の結論の再確認．横軸に波

長，パラメーターに方向角θ、を採ったが，今回はこの

二つを入れ替えて，前回と同じ結論を得た．

　b）天頂方向の一次散乱強度

　　1．各高さにっき，短波長程強度大

　　2．各波長につき，上空程強度減ず

　　3．上空程，法則iの傾向は強くなる．即ち短波は

　益々優勢となる．

　205．山本義一，会田勝（東北大理）：赤外吸収帯の透

　　　過函数について（1）（15分）（スライド）

　赤外吸収帯の透過函数を評価する新しい方法を老案し

た．この方法によると透過函数はBesse1函数展開で与

えられ，その係数は吸収係数のFourier級数展開を用い

て決定される．将来この方法を用いて，一般の透過函数

を評価する予定であるが，ここでは予備的段階として

slngle　line及びEIsasser　bandの透過函数を評価した．

　206．小林寿太郎，外山芳男（気研高物）：Electro－

　　　chemical　Ozone　Sensorに就いて（20分）（ス

　　　ライド）

　オゾソの垂直分布の測定法の一つである化学的方法に

っいて検討した．

　考案された方法はEhmertの方法を簡易化し，自動化

したもので，オゾソをKI溶液に反応させ，生じた遊離

沃度を電気的に検出し，チオ硫酸ソーダーを定量自動滴

定を行い．滴定時間間隔又は滴定回数を測定することに

よリオゾソ量を算出する原理に基づく．測定誤差約5％

以内でオゾソ量（0～500γ）を検出することを可能とし

た．本器の動作機構及び特性にっいて検討した結果にっ

いて報告する．

　207．中谷茂（電気試）：自然放射性気体と，その崩壊

　　　生成物質濃度の比較（15分）（スライド）

　しばしば比較的捕捉しやすい崩壊生成物質濃度より放

射性気体濃度の推定が行なわれるが，この必ずしも正し

くない事は以前に述べている．そこで気体量と崩壊生成

物質量を同時に計測し捕集効率を加味して比較してみた

結果，尚かつ，その変動の比例しない事が認められるよ

うである．各々の場合にっいて気象状態も加味して調べ

たのでその結果も報告する．

第2会場第1日（13日）13時～17時

　208．菊地勝弘（北大理）：プロパンガスによる霧の人

　　　工消散試験（15分）（16ミリ映画）

　1963年7月北海道苫小牧市郊外沼の端旧飛行場でプ・

パソガスによる霧の人工消散試験が行われた．このフイ

ルムは試敷地の状況および霧の消散過程を記録したもの

である．

　209．遠藤辰雄（北大理）：繋留気球用の簡単な空中カ

　　　メラの試作（巧分）（スライド）

　人工消霧の効果を上空より観察することは霧時に離着

陸するパィ・ットの側からみても非常に価値のあるもの

と思われる．このために飛行機を使用することは種々の

問題が有るので今回の沼の端にける実験では，カイツー

ソに3G秒毎に自動的に作動する空中カメラ（リコーオー

トハーフ）をとりっけて観測した．この空中カメラの簡

単なメカニズム及び特性とその使用法，更に，これによ

る結果の一部を報告する．

　210．田沢誠一（北大理）：繋留気球用の自記乾湿計の

　　　試作（15分）（スライド）

　繋留気球による気温測定には現在サーミスターやメテ

1963年9月

オ・グラフ等が用いられているが乾湿両球の示度を簡単

な方法で記録したいと老え1963年7月に勇払原野に於い

て行われた消霧実験では市販のアルコール温度計の示度

を直接オシ・グラフ用紙に自記させる方法を試みた．こ

れはツイツーソ索に装置をとりつけ通風乾湿計の示度を

0．1。Cの精度で記録した．本装置の特微は電線等を用い

る必要がなく又相当の振動にも強い点で下層大気の測定

には有効な方法であると思うのでこの機構及び観測例に

ついて報告いたします．

　211．織笠桂太郎，木村忠志（北大理）：消霧用プロパ

　　　ン・ガス・バーナーについて（15分）（スライド（

　本年7月，北海道勇払原野で実施した霧の人工消散試

験は，加熱法によるもので，このためにプロパソ・ガス

を短時間内に大量に完全燃焼させるバーナーを製作し

た．バーナーの主要部分は大型のベソチユリ・ノズルで，

点火は自動車用点火柱を使用して電気火花によって行っ

た．バーナー1本当りのガス消費量は，約0．9kg／min．

で，実験にはこれを100本，同時に使用した．バーナー

の構造，熱出力，点火装置の詳細などにっいて発表する．
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　212．孫野長治，樋ロ敬二，榎国夫（北大理）：線状に

　　　配列されたガスバーナーによる昇温効果につい

　　　て（15分）（スラィド）

　本年7月一杯に亘り，勇払原野の沼端で行われたプ・

パソガスパーナーによる人工消霧実験に於いて，ガスバ

ーナーは主風向に沿って線状に配列された．この目的

一は，個々のバーナーによる昇温効果それのみではなく，

相互の重合せによる霧消した有効な昇温域の拡大にあっ

た．サーミスターを用いた測定の結果，先の目的が十分

に達成されていたので，こyに報告する次第である．

　215．孫野長治，李征雨，葛西俊之（北大理）：プロパ

　　　　ンガスによる霧の人工消散試験（20分）（スライ

　　　　ド）

　苫小牧東方の沼端旧飛行場の滑走路に長さ500m，巾

60mの面積に100ケのプ・パソガスの高圧バーナーを配

置して1分間に100kgの割合でプ・ガスを燃焼した．そ

の結果，水平視程を2倍に伸ばすことができた．たとえ

ば水平視程が150mの場合は300mに，400mの場合は

800mに増加することができた．発熱による気温の上昇，

湿度の減小，霧粒の変化，斜視程なども同時に観測し

て，実用化の明い見通しを得た．

　214．神山恵三，根本修（気研応用）高橋教司（産工

　　　試）篠原貫寿，田尻勝紀（防錆協会）：船室内に

　　　おける大気腐食について（15分）（スライド）

　日本見本市船さくら丸に，鋼試験片を，船室内に暴露

した．この船は東京，シソガポール，スエズ，トルコ，

アレキサソドリァ，中部アフリヵ，ダレスサラームを寄

港した．この全航路を6区間に分けて，それぞれの区間

における錆発生と，気象条件とを調べた．

　紅海を南下して，中部アフリカ，ダレスサラームに至

る区聞が最も錆発生が多かつた．この区間では，海塩粒

子も多かった．

　215．武田京一（九大農）：体感気候と不快指数（15分）

　　　（スライド）

　体感気候については従来種々の研究が行われている

が，対象が生物体であるためか理論的取扱において不十

分なものがあるように思われる．著者は乱流輸送の方程

式を基磯として顕熱＋潜熱二全熱量（湿潤空気のエンタ

ルピー）の式を導き，これを使用して体感温度と風速と

の関係，衣服の差異等について考察した．そして新しい

不快指数を定義したが，これは従来の不快指数とは異り

快感を覚える気候の場合には0，暑過ぎる気候の場合に

は正，寒過ぎる気候の場合には負の数値をとる．さらに

これらの関係を容易に求め得るグラフを作成した．

　216．籾山政子，木藤煕子（気研応用）：モデル化によ

　　　る季節病カレンダーの研究（15分）（スライド）

　季節病の“夏季集中”より“冬季集中”に変化した道

程を明白にするために，日本の明治，大正，昭和初期，

戦後，現代の五つの時期，及び，1950年代におけるイギ

リス，日本，エジプト三国のモデル化による季節病カレ

ソダーを作成した．これによると歴史的には時代が進展

するほどまた地理的には先進国家にはなるほど冬季集中

が著明になる事がわかつた．

　また各季節病について季節変動カーブの歴史的変遷を

明らかにし，移行型（癌），逆転型A（腸炎，脚気，結

核）逆転型B（脳出血，心臓病，老衰）に分類した．

　217．三寺光雄，小林節子（気研応用）　高橋克巳（気

　　　研測器）：作物気象の基礎研究　第4報一竹林の

　　　水分収支の研究一（15分）（スライド）

　空気力学的方法によって，蒸発量や蒸散量を推定しよ

うと云う試みは近年の傾向である．しかし，この方法を

適用するためには，一定の条件が守られなければならな

い．今回の実験（1962．10．8～14．）では，個体密度を変

化させた場合の蒸散量を測定した．（測定の方法は，定水

位方式による蒸散計を使用した）その結果，1個体、／m2

と6個体／m2の蒸散量を比較すると，個体密度が多い場

合少なくなっている．このことは，単に葉面積が多くな

っても蒸散は多くならないことを示すが，そうした場合

の生物的機能と，気象要素との関連にっいて明らかにす

る．

　218．田村専之助（沼高工）：上代日本人は如何にして

　　　季節を知つたか（15分）

　秋田県鹿角郡大湯町字野中堂・万座両遺跡の調査結果

により，それがgnomonであると断じ，縄文時代におけ

ける日本人の季節の知り方，及びその生産上における意

義にっいて老察する．

第2会場第2日（14日）9時～12時

　219．丸山晴久，北川寿江（気研応用）：ろ紙による自

然氷昌核の同時観測結果について（15分）　（スライド）

1962年12月より1963年2月までの約40日間にわたり，
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福井，秋田，富士見，東京の4地点においてろ紙法によ

る同時観測を行ったのでその結果を報告する．各地とも

同様な自動採取装置により30分毎に約151／minの速さで

寒天気”10．9．



空気を引き，塵埃を採集したろ紙を一括して研究所にお

いて砂糖液法により氷晶核の検出を行った．

　220．小野晃，山下晃（東大理）：沃化銀一沃化カリ系

　　　粒子の氷晶化能力の特性（15分）（スライド）

　遠隔操作の可能な沃化銀発煙炉を開発する為に行って

きた基礎的研究の一部である．電熱（直接加熱）方式で，

沃化銀及び沃化銀一沃化カリ粒子を発生させ，各々の粒

子について

　①加熱温度と有効氷晶核数の関係

　②氷晶形成温度と有効氷晶核数の関係

　③相対湿度と氷晶形成能力の関係

　④紫外線の影響

等にっいて調べた．沃化銀のみの場合と比較した諸特性

にっいて述べる．

　221、高橋勧，磯野謙治（名大理水研）：火山灰の氷晶

　　　核能力について（20分）（スライド）

　火山灰が氷晶核として有力である事は知られている

が，水晶核としてきく火山灰の大きさの，温度依存性を

知るため，水飽和の低温箱に火山灰を撒いて，氷晶を作

り，その電子顕微鏡写真を取った．又用いた火山灰が昇

華核としてきいているか，凍結核としてきいているか

を知るため，氷の箱の温度，湿度を変え，氷晶を作らせ

た．

　222．藤野卓三（中国電力総合研）：降水中の沃化銀核

　　　の検出定量法について（10分）

　低温槽に沃化銀煙を含む空気を入れ砂糖液上に生成す

る氷晶数を数えると，湿度と共に急増し始め105％16ケ

が116％で67ケの極大に達し（A）更に湿度をますと急

減し124％18ケのよう極小になる（B）．次で緩やかに増

し150％で27ケになる（C）〔中原寿喜太〕

　この煙の特性は凍結核のものと解釈され（A）は沃化

銀の1～0．03μ（B）は0．03μ以下（C）は背景の天然

核によると思われる．この法を降水で行うに同傾向がみ

られた．中原の方を降水に応用すると沃化銀の粒経個数

天然核等の情報がえられ検出定量法として便利である．

　223．駒林誠（名大理水質研）：塩化バリウム，塩化ナ

　　　　トリウム混合水溶液の飛沫における成分分離に

　　　ついて（20分）（スライド）

　海塩核生成時の成分分離は物理化学上の大きな間題で

あるだけでなく，地球上の凝結核収支，塩分循環にとっ

1963年9月
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ても大きな影響を及ぽすものである．今迄に筆者はMg，

Ca，Sr，Baの塩化物がNaC1の中で成分分離を行なう

事実でしめし，前回は特にBaCl2－NaC1においてBaが

強く分離する傾向のあることを示した．これを再確認す

るために，Baについてもう一度実験をおこなったので’

これを報告する．またこの溶液をモデルケースとして種、

々の分離機構の再現実験を試みた．

　224．武田京一（九大農）：飛行機よりドライアイスを

　　　撒布する人工降雨について（15分）（スライド）

　我々は本年3月5日より8日に至る間熊本県人吉市附’

近において人工降雨の実験を行った．その結果分ったこ

とは1）飛行機から1又は0．1kg／km程度のドライァ

スを冬季過冷却雲に撒布することにより人工降雨を生じ

ることが出来る．2）人工降雨によるレーダーエコーは

形，発生高度，移動状況等が自然降雨のエコーとは全く

異る．3）ドライァイスの連続撒布によって垂直高度幅一

2000m程度の垂直の薄い横に長い幕の如き人工降雨域

が風下に流され乍ら徐々に落下する．4）これが発生後

降雨として地上に到達する迄には少くとも40分程度を必

要とする等．

　225．内田英治，塚田清（気研物理）：雲粒と凝結核の・

　　　併行観測について（20分）（スライド）

　本年3月11日午後，新潟県菅平にて雲粒をイソパクタ’

一（捕集面としてゼラチン膜を使用）にて採集する一・

方，HClを利用したchemical　d置usion　chamberにて

凝結核の数を測定した．凝結核としては可成小さな核が

数100～10，000ケ／ccあるのに拘らず，雲粒の方は可成粒

度がそろって居り（半径数μ）その数は100ケ／cc以下

であった．この観測データーをくわしく整理した結果に

っいて述べ，更に改良したchemical　chamberにっい・

て報告する．

　226．大竹武（東北大理）：新型雲粒捕捉器の試作（10・

　　　分）（スライド）

　新しく雲粒捕捉器を試作した．この装置は主として，

航空機上で使用するもので，雲中で一瞬間六角棒を露出

して雲粒を捕捉し，酸化マグネシウム被膜上にその痕跡

を残させるものである．実際の雲粒についてのデータの

他，酸化マグネシウム上の痕跡が高速気流中でどうなる

か，又六角棒による捕捉率にっいて述べる．

47
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第2会場第3日（15日）9時～12時

　227．菊地勝弘（北大理）：雪雲の観測（15分）（16ミリ

　　　映画）

　1963年2月石狩平野において，雪雲の綜合観測が行な

われた．

　このフィルムは，石狩平野に局地的な降雪をもたらす

雲を手稲山頂から2秒間隔で撮影した記録で，以下に発

表される講演のイソト・ダクシヨソである．

　228．李柾雨，孫野長治（北大理）：降雪の綜合観測

　　　（その五）（15分）（スライド）

　雪の結晶形とラジオゾソデによる雲中の温度・湿度の

一致は必ずしもよくなかつた．それは風向によるものと

老えて今年は観測点の両側（札幌と小樽）でラジオゾソ

デをあげた．雪の落下経銘に近い方のラジオゾソデを選

び解析して良い結果を得たのでここに報告する．

　229．孫野長治，雲物理研究会（北大理）：石狩平野に

　　　おける雪雲の綜合観測（20分）（スライド）

　従来の降雪の結晶形の垂直分布と水平分布を綜合して

雪雲の観測を立体的に行ない，更二蒔間変化も加味して

四次元的な綜合観測を行なった．このため約20ケ所の雪

の結晶形の観測点，約60ケ所の風の観測、点のネットワー

クの他に特別にラジオゾソデやスノークリスタルゾソデ

の投下を行ない，雲の分布と変化を4ケ所のカメラ及び

16ミリ映画で記録した．解析結果の一部を報告する．

　250．田沢誠一，孫野長治（北大理）：スノークリスタ

　　　ルゾンデの試作（15分）（スライド）

　雲中及び空中に於ける雪の結晶成長を調べるには空中

に於いて直接に雲を採集し観測することが理想的と思わ

れる．この目的に沿って航空機より投下してフイルム面

に雪の結晶をレプリカとして記録する装置を試作し1963

年2月に石狩平野に於いて投下実験を行った．落下速度

は落下傘によりコソト・一ルした．回収の結果初期結晶

を記録することが出来たのでその詳細と記録器の機構に

ついて報告いたします．

　231：菊地勝弘（北大理）：石狩湾沿岸に発生した“特

　　　殊な雲”について（15分）（スライド）

　1963年1月北海道石狩湾沿岸の高度3～400m附近に

渦状の雲が列をなしてほず南北に発生した．

　この雲は石狩湾沿岸から海上にのみ発生していて，夜

間内陸からの吹出しによってできたと思われる．

　これを35mmカメラにより10分毎に観測したので，

その解析結果を報告する．

　232．佐粧純男，徳植弘（気研物理）：降雪粒子の空間

　　　密度変動よりみた降雪Cellの統計的性質（20分）

　　　（スライド）（8ミリ映画）

　一定空間内にある降雪粒子数を8ミリシネて約3．5秒

おきに測定した．粒子数たの出現確率¢（た）は持続性

降雪（本年3月9日，東京）の場合ほぼポアソソ分布で

近似出来るのに反し稼雪の場合（同2月16日，関山）は一

般ポァヅソソ分布がよく適合した．即ち平均粒子数がλ

～λ＋4λのセルが観測点を通過する確率をψ（λ）4λと

すれば¢（iた）一∫評惚ψ（λ）4λ・従つて観測し耀

（h）に合ふようなψ（λ）を逆に求めて通過したセルのも

つ平均粒子数の確率分布を，更に自己相関係数からセル

の平均的大きさを求めた．

第2会場第3日（15日）13時～17時

　235．礒野謙治，駆林誠，権田武彦（名大理水質研）：

　　　雨水粒度別化学成分の測定（20分）（スライド）

　雨滴を粒度別に採集して，その化学成分を測定するこ

とはTURNER（1955）によってかなりよくしらべられ

た．しかしその後の降水物理及び降水化学の進歩によっ

て化学成分がもたらす情報を格段に詳しく解析できるよ

うになった現在，あらためてこの研究を行なう必要があ

ると思われる．我々は組立式のアルミニユーム製の携帯

用水平風洞を作り，大台ケ原及び名古屋大学構内で10例

の雨水を5段階の粒径にわけて採水した．そのうち2例
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は台風，1例はしゆう雨，1例は雷である．これらの試

料にっいて分析した結果を報告する．

　234．礒野謙治，駆林誠，高橋勧，権田武彦，田中豊

　　　顕（名大理水質研）：大台ケ原豪雨の粒度分布，

　　　電荷，化学成分海塩核数の予備観測（20分）（ス

　　　ライド）

　大台ケ原には，年間4700mmもの降雨をもたらし，日

本有数の豪雨地帯として有名である．大台ケ原の豪雨機

構の解明のため，本年5月に，大台ケ原頂上で，粒度分

布・雨滴電荷・雨の化学成分の観測を行い，6月中旬に

、天気”10．9．
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は，大台ケ原頂上，長島，伊良湖三班に分れ，粒度分

布雨の化学成分，海塩核（大台ケ原頂上のに雨滴の大

きさ別電荷測定）の同時測定を行った．これらにっいて

発表する．

　235．大竹武（東北大理）：融解層直下の雨瀬粒径分布

　　　について（15分）

　融解層の上下2地点における雪片及び雨滴の粒経分布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ま
を測定，両者を比較すると共に，融解層直下の雨滴の粒

経分布を測定した結果，一般に分布は雪片に近いもので，

Marsha11－Palmerの雨滴分布に比し大きい粒子が多い．

　236．藤原美幸（気研台風）：雨滴同士の衝突係数につ

　　　いて（20分）（スライド）

　落下速度差による水滴の衝突係数を完全流，一次近似

のOseen流，粘性流の三つの場合について水滴が電荷を

もったときについて計算した結果を報告する．水滴間の

引力にっいては去年報告した結果を用いた．

　237．藤原美幸（気研台風）：しゆう雨のセルが通過す

　　　るときの雨簡分布の変化について（15分）

　雷雨の中の1つのセルが通過したとぎの雨滴の粒径分

布の変化をそのセルの構造の立体的解析から説明する．

一般的に10g　Z－10g　Rの関係が二次式で現わされるよう

な形になるのがしゆう雨の場合である理由を降水の強弱

がGenerating　ce11の高さの変化によるcoalescence過

程の長さの差によると結論した．

　258．柳沢善次（気研台風）：ミリ波レーダー・エコー

　　　強度の垂直分布（15分）（スライド）

　降水粒子の垂直分布およびその時間変化をしらべるた

めに測雲用ミリ波レーダーに付属した等エコー強度指示

装置を用いてエコー強度の垂直分布を観測したのでその

結果にっいて報告する．

　239．柳沢善次・荒井慶子（気研台風）：ミリ波レーダ

　　　一・エコー型の上層解析（15分）（スラ4ド）

　測雲用レーダーで観測したエコー型を大別すると4種

類に分類することができ，各エコー型と天気型との間に

関係のあることを前に報告した．

　今回はその後に観測したエコーの分類と各エコー型に

ついて館野のゾソデ資料を用いて上層解析を行った．さ

らに3地点の上層風の資料を用いて発散収敏の垂直分布

との比較を行ったのでこれらの結果について報告する．

　240．立平良三（名古屋地方気）：梅雨前線豪雨時の降

　　　雨帯の三次元的メソ解析（15分）（スライド）

　地雨性の大降雨帯を三次元的に解析した．この降雨帯

はあまり形を変えずゆっくり移動しながら30時間も持続

したので，各高層観測点の時間変化を空間変化に置換し

ても無理は生じない．このようにして三次元メソ解析に

必要な観測点密度をえた．結論として，この降雨帯は

200mb以上にも達するcold　coreを持っていること，

および降雨帯内の気流分布が，降雨帯前半部での直接循

環と後半部での間接循環の組合わせによって構成されて

いることがわかった．

　この間接循環は直接循環によリカ学的に誘起させられ

たもののように思われ，cold　coreの推持に役立ってい

る．

　241．市村市太郎，柳瀬利子（気研台風）：8月25，28

　　　日のしゅう雨とその被害について（15分）（スラ

　　　ィド）

　今年東京都下を襲ったしゆう雨は，短時間の間にかな

りの降水量をもたらし，25日には日雨量180min／hの量

に達した．このため杉並地区でも河川がはんらんして市

街地に床下侵水等の被害が続出した．このときのレーダ

ー観測と高円寺中心に間隔2．5kmごとに設置した雨量

観測点の資料を調らべ被害の状況と比較した．
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